
2016年 5月より 2017年 4月までの 1年間の年次報告を行います。 

 

1) 2016年 5月 29日日曜日にここ Valby Kulturhus において総会を開きました。役員選

挙の項目では、大石彰さんの代わりに、民子リンドムさんが理事となり、新しく空

いた代替の席に野田皐月さんを迎えました。総会後、まず新役員の参加を祝ってか

ら、理事役員の理事会における役職の選出会議を開きました。引き続き 2016年度

第 3回理事会を開きました。各役員の自己紹介、新役員の自己紹介を経て、Klub 

Japan の各役職の主な仕事について話し、会員便りの作成は春と秋の二回、記事は

会員、ボランティア会員にもお願いして書いてもらい、幅のある盛り沢山の読んで

楽しい会員便りになるようにと話し合いました。 

 

2) Ensomme Gamles Værnから観劇の招待を受けまして、会員の皆様にミュージカル風

寸劇にご招待しました。6月 4日 Valby teater 会場で 1時間の観劇、1980年代の歌

とダンス、ユーモアもふんだんに盛り込まれての、とても楽しい寸劇でした。10

名が参加しました。観劇の後には近くのカフェでお茶とケーキをいただきながら 1

時間はたっぷりと、のんびりと無理のないスケジュールで、ざっくばらんな会話を

楽しみながら、とても和やかな午後の時間を過ごしました。この寸劇の招待は今年

も ENSOME GAMLES VÆRNから頂きましたが、残念ながら今年は合計 4名の申し込

みしかありませんでした。ちょっと寂しい気がしました。来年もまた招待状が届く

と思いますが、参加したことない人は来年是非参加して下さい。 

 



3) Klub Japan では 2年前から、年二、三回、ボランティアの懇親会というものを開い

て、日常の経験話の交換なども含めてボランティア同士話し合いの場を持っていま

した。前回は 4月 24日に開いており、7人の参加で、その日もいろいろな話し合

いをしています。6月 12日のボランティア講習会には、特別に supervisionの講師

を招待して、ボランティアで訪問援助を行なっている会員の様々な経験話を、話し

て、掘り下げて、又話し合って、ボランティア同士が、グループ supervision の形

で、行なえるように試みました。ボランティア活動が楽しく続けられるようにボラ

ンティアのケアが大事なので、Klub Japan ではこれからも様々な形を試みながらボ

ランティアのケアを考えていきたいと思っています。 

 

4) 6月にはさんぽ会を開き、コペンハーゲン市内のウォーターフロント新開発地域と

アマーフイールドを歩きました。 

 

 

 

 

5) 7月には会員便り第 6号を発行しました。会員便りは会員の 9割強がメールを使っ

ているので、メールで送っています。メールを使っていない会員だけ、会員便りを

郵送しています。 

 

6) 8月 14日にさんぽ会を行いました。ホルテの森と湖をめぐる長いハイキングとピ

クニック、手作りのお弁当を用意して、大変好評でした。 

 

 



7) 9月 25日には秋の交流の集いを開きました。24名の参加者でした。お馴染みの日

本の歌を第 1部の皮切りに、大石さんのギターに鈴木さんの素晴らしい歌唱力を満

喫しました。続いて田口さんの奥様リッツさんの、hverv というお仕事柄からの知

識を日本人高齢者のためにアレンジして、とても役に立つ、良いお話を聞かせてい

ただきました。最後には竹川さんによる、潜水する人にしか見ることができないと

ても美しい、素晴らしい海底の写真の数々を見せていただきました。 

 

8) 10月のさんぽ会では、コペンハーゲン市内の裏道や公園めぐり、雰囲気の良いカ

フェに座ったりという憩いの時間も充実して、これも参加者の皆さんにとても好評

でした。 

 

 

9) 11月 26日土曜日、中華料理レストラン広東において忘年会を開きました。 参加者

は 14名でした。クリスマス前の懇親パーティによく使われる贈り物ゲームを、

Klub Japan でも毎年忘年会に取り入れており、サイコロの目に一喜一憂、贈り物の

箱があっちこっちに移動する毎に嬌声を上げながら、子供時代に返ったように楽し

んでいました。Klub Japanの送迎援助を利用して、歩行援助器具をタクシーに乗せ

て参加してくださった会員もいて、最初から最後まで皆さんと楽しく過ごしておら

れました。Klub Japanの高齢者を支援する活動が一歩一歩確実に定着して、楽しい

から是非参加しますと言ってくださる高齢者が少しずつ増えています。とても嬉し

いことです。こうして自然に会員同士が顔見知りになり、会えばこんにちはーお久

しぶりですねーお元気ですかーと声を掛け合って、会話が始まり、和やかで、楽し



い時間を過ごしています。忘年会の後、二次会に歩いていける近くのカフェに行っ

て午後のお茶を、ここでもおしゃべりは尽きず、あっという間に、時間は経ちまし

た。こうして 2016年会員の皆様が大過なく、無事に過ごせたことに感謝して、忘

年会を終えました。 

 

10) 2016年最後の行事は、12月のさんぽ会、野外ミュージアムでクリスマス雰囲気い

っぱいの展示や劇鑑賞をしました。寛ぎの時間も作って、楽しい時間を過ごし、好

評でした。今後も散歩会は年に 4回のペースで開いていくよう、計画を立てていま

す。 

 

 

 

 

11) 日本人会からのお願いを受けて、Klub Japan交流の集い委員会の日本の歌グループ

は、日本人会クリスマスパーティにおいて「日本の歌を唄う」というお手伝いをし

ました。もちろんとても喜ばれたと聞いています。 

 

12) 2017年を迎え、まず最初の行事が新年会でした。場所は Elmegadeにある寿司専門

店 Selfish、オーナーにお願いして、お正月らしい一品を加えたメニューで、寄せ鍋

料理を食べました。日本酒で新年の挨拶と健康を祝って、乾杯、参加者は 8名と少

なかったですが、美味しい料理に舌鼓を打ち、おしゃべりも弾んで楽しい新年会を

持つことができました。 

 



 

13) 2月始めには、会員便り第 7号をお届けしました。今年からは会員にもお願いをし

て、記事を書いていただいています。記事の内容は自由です。次回にも会員からの

記事を載せる予定です。文章を書くのが好きな人を探し出して個別にお願いしてい

きます。 

14) 3月 4日 Klub Japan交流の集い委員会の日本の歌グループ Dansk Japansk Selskabか

ら頼まれて、「日本の歌を唄う」というお手伝いをいたしました。もちろんここで

もとても喜ばれたと聞いています。 

 

15) 3月には認知症サポーター養成講座を開きました。以前、交流の集いの場で、認知

症サポーター養成講座を開き、今回でコペンハーゲンでは 2回目の養成講座でし

た。認知症について正しく知り、認知症に対する誤解や偏見のない人を草の根から

地域で育ててゆこう、という主旨の、日本の厚生労働省のキャンペーンの流れを受

けた活動です。デンマークでも一人でも多くの認知症サポーターが誕生することが

Klub Japanの願いでもあります。今回のきっかけは 1人の日本人女性が認知症サポ

ーター養成講座のことを書いた記事を読んで、受講したいとメール連絡をしてきた

のがきっかけで、Klub Japan では、最低 5人の受講者を集める事が出来れば養成講

座を開くと決め、その後の地道な広報活動と日程調整を経て、最終的には 12人の

受講希望者が集まり、非常に中身の濃い、活発な意見の飛び交う講座になりまし

た。参加者からば、「良かった」という感想の他にも、もっと認知症サポーターと

してできること、より深い知識を学びたいとい声もありました。今後もまだまだあ

る潜在需要を掘り起こし、「サポーター養成講座」をデンマーク各地で開いてゆく

のが、当面の目標です。 



 

 

16) 3月 26日には第 7回交流の集いを開きました。定例の日本の歌で始まって、今回

は新しく松本るいさんのギター伴奏も加わり、芹沢さんの指揮で鈴木さん、渡辺さ

んそれぞれの素晴らしい歌唱力でまたもや感動、日本の歌をみなさんと一緒にお腹

から声を出して歌うと言う素晴らしい楽しさを満喫いたしました続いて渡辺林太郎

さんによる、空手の型を見せていただきました。2年前にも空手の型の披露をして

いただいて大変好評でしたが、今回は空手大会で使われる空手の型を見せていただ

き、更に、空手のテクニックを使って 4枚 5枚と重ねた板を割るのを見せていただ

きました。更に参加者の中の有志にも数枚重ねた板を割るテクニックを教えて頂

き、余興としても大成功、大喝采でした。 

 

 

 

 

17) 現在 Klub Japan の会員は現在 55名です。昨年の総会時には会員数は 50名、この 1

年間に 5名増えました。会員の内訳は理事会の役員、訪問援助に携わっているボラ

ンティア、交流の集いで活動されている人など実際に団体の運営の為にボランティ

アで頑張ってくださっている人たちが 13名です。高齢者で訪問援助、テレフォン

コンタクトなどボランティアからの援助を受けている方が現在 4名います。そして

全会員の役 7割の会員が、積極的に交流の集いやさんぽ会、忘年会、新年会などの

行事に出席して Klub Japan を通して親交を深めている会員です。全会員の 1割強が



Klub Japan の趣旨に賛同して会費を払う形で支援してくださっている日本在住の会

員とスウエーデンのシルバー会の役員をしている方です。 

 

18) 2016年 1年間の Klub Japan の訪問援助活動については、その需要と供給のバランス

は 2015年とほぼ同じ、訪問及びコンタクトの頻度もお手伝いの内容もほとんど変

わりありませんでした。 

 

 

 

19) 2016年から今年の 3月まで、ほぼ一年間をかけて、Klub Japan 理事会と訪問ボラン

ティア会員との共同作業で、Klub Japan訪問援助の手引きの作成に取り掛かってき

ました。この手引きは、これまでの知識と経験を生かして、訪問援助について分か

りやすく書いており、これから新しく訪問援助を受けられる会員の方と新しく訪問

ボランティアとして活動してくださる会員の両方にお渡しする予定で、訪問援助の

内容について、より理解を深めて頂くことが出来ると思っています。手引きの内容

は何度も訂正を加えて、仕上がりました。これからこの手引き作成の最終段階、装

丁、紙質などの検討に入ります。 

 

20) 最近イギリス、スイス、ドイツに住む日本人の人口を知る機会がありました。それ

ぞれ一万人とか二万人とかの数字であったのに驚きました。そして外国の日本人会

の会員数は人口の 1パーセント程度でした。それを思うとデンマークに住む日本人

は 1300人くらいで、そのうちの 4パーセントが創立以来 5年でデンマーク在住日



本人高齢者支援の会 Klub Japan の会員になっていることを思うと、この会員数 54

名という数字は素晴らしく、重要な、喜ぶべき数字だと思いました。 

 

21) しかしその数字の素晴らしさに満足して、その上にのんびりあぐらをかいて眺めて

行くつもりではありません。日本人高齢者のためにもっと何かできるのではと、常

に問いただしながら、広い世界に目を向けて、これからももっと色々な企画を考

え、生み出して、新しい制度も取り入れて、デンマークに住む高齢者が少しでも今

より楽しい老後が送れるように、ボランティア会員全員が協力して頑張っていきた

いと考えています。会員の皆様からの新しい声がありましたら Klub Japan のメール

にいつでもご意見を送って下さい。 

 

22) 最後になりましたが、2016年 1年間支援をしてくださってありがとうございま

す。これからも Klub Japan がデンマークに住む日本人高齢者のために、活動ができ

ますように、2017年も引き続き、Klub Japanの会員となってご支援ご協力をお願い

します。以上、2016年 5月 27日より 2017年 5月 28日までの年次報告とさせてい

ただきます。 

Klub Japan 理事会会長 

知恵子ピーターセン 

 

 

 



 

 

 

 

 


